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･hR'e･ia'--U2症 雷 tcth穿 Gた-iR'e''I-xqoR'eTe'
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これの虚数部をとって
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/;dElth妄 Kl(E,W)I(th穿 -th妄 )K2(E,W)
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^ h(e)-Jh+ h^'a)(E)+ h^'b)(E)+ k^'C)(e)





















































































- , 1 5(-tcos緑pトr-p)
の 4Tcosh2左 t31(sin拓 )-2症 +p)i(sin症 +p)2×
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ReERh(e)～Pf警 警 de, (E,0として)
-[f票 de,･Le一菩 dE′･L.C窯 de,]
--2eCたIn届 +2eChlnfc2- E2]
これをeで微分して
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U2 2,,, 6h-k,+-= 7T2T
16'L1t2sin2kF






























































1) β〝-∂′ 2) β〝-β 3) β′-β土方
1),2),3)の内のいずれかが,満たされていればよい｡すると,(5.1)は次のようになる｡
6(0" - 0′)+6(0"-C)




















































































L T,R /IlL U27TT2 r J_上⊥.__ ⊥.__1r,(.__ ⊥._′_ _ー､11._ p2






一% /dy/dzlcthy-thy)lthz-th(Z一g)jil琉 一差 f ln昔
(6.8)
これの第1項は r2,第2項は T21n号 に比例する｡従-て,2次元系では自己エネルギー
の虚数部の主要項は,通常のフェルミ液体とは異なり,T2ln号 に比例するo
T-0の場合についても全く同じ様にして, E依存性が e21n号で与えられることがわか
る｡ (2･9)にお い て T- 0とす れ ば, 〔cth嘉 一th妄 〕-〔o(E,一亡)10(E,)),
lth&-th
.r+E-E'
2T 〕-〔o(I)-o(I･ e- ,)〕となるので,上と同様にして,A,qについ
ての積分を実行すると,主要項として次式が得られる｡
I-zhR(e)～一語 去 ln号 (6･9)
従って,2次元系における自己エネルギーの虚数部の T,e依存性は,∝T2,e2ではなく,

















































































































































































































































































































































i(濫 % y一芸 蔑 )k～x,






i(2豊 盈 -裳 裳｣蔑 )2% (i )ll)k～,I
21n言





∑′は残 りの積分領域からの寄与をあらわす｡むろん ∑ ′に含まれるすべての項は正の量
であり,第 1項の寄与を打ち消すことはない｡ここで Eは上述の展開が許されるような
小さな億であるが,有限の大きさである｡ これに対 して,lnの中の分母は,厳密に0で
あるので,(A.7)の右辺第 1項は対数発散している｡
従って2次元系ではフェルミ面のネスティング等の,ここで問題にしているsingularity
よりも,強いsingularityがあるのでない限り,dispersionの形によらず,Im∑の T2一項
の係数は対数的に発散している｡
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